
田浦地域における教育環境整備の方策案について 

 

方策案１ 田浦小学校区を長浦小学校区へ編入する。 

趣 旨 

田浦小学校・長浦小学校ともに全学年が単学級の小規模校となっており、今

後も児童数の減少が見込まれます。 

 また、田浦小学校については、校舎の建築年数が 70 年と市内で最も古く、 

建て替えの検討時期を迎えていますが、校地面積が狭隘であり、土砂災害特別

警戒区域（レッドゾーン）や周辺道路の状況から同一敷地内での建て替えは困

難であるため、田浦小学校区を長浦小学校区へ編入するものです。 

懸 案 

編入後の通学については、距離だけではなく、トンネル、道幅、人通り、防

犯などの課題があるため、児童が安心安全に通学できるように対応策を講じる

必要があります。 

 

方策案１ 

（参考） 

港が丘１丁目を除く田浦小学校区を長浦小学校区に編入し、 

港が丘１丁目を船越小学校に編入する。 

趣 旨 

港が丘については、港が丘１丁目が田浦小学校区、港が丘２丁目が船越小学

校区と別れている状況があるため、町内会・自治会区域と小学校区を合わせる

観点から港が丘１丁目を船越小学校区に編入するというものです。 

懸 案 
各地域の歴史や地域性、実情などを考慮し、検討する必要があります。 

 

方策案２ 長浦小学校に中学校を併設する。また、田浦中学校に小学校を併設する。 

趣 旨 

通学距離や小中一貫教育の観点から、長浦小学校の場所と田浦中学校の場所

に小中一貫校を設置し、子どもたちの気持ちが前向きになるように新しい教育

環境を整備するというものです。 

懸 案 

 長浦小学校に中学校を併設するには、運動場面積の基準を満たさないため難

しい状況です。 

田浦中学校に小学校を併設するには、敷地の形状から実現には工夫が必要と

なります。 

 

方策案３ 田浦小学校を現地で建て替えする。 

趣 旨 

田浦小学校は、田浦に住む多くの人が通ってきた歴史ある小学校であり、地

域活動や避難所など地域の拠点となっているため、現地での建て替えを行い、

田浦小学校を存続するというものです。 

懸 案 
田浦小学校の敷地が狭いため、運動場の面積や形状が確保できないなど、同

一敷地での建て替えは難しい状況です。 
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